
地域企業×岩手大学×奥州連携
フォーラム2026

人が集まる
会社とは？
外部とのつながりを、
組織の変化と成⾧へ

2026年
12月10日（木）

会場 プラザイン水沢

フォーラム 14:00–17:00 参加費無料

交流会 17:15–18:45 参加費5,000円

人口減少が続くなか、
大学・地域・企業と関わりながら、
組織の成⾧・変化につなげる方法を探ります。

01 視点を取り込む 社外の声で課題と可能性を見つける。

02 小さく始める いまある関係や資源から、新しい取り組みを始める。

03 外部とつながる 企業の実践から学ぶ。

メールでの申込の場合
①参加者氏名②企業・団体名③所属・役職④電話番号
⑤懇親会参加の有無を記載の上
kigyou1@city.oshu.iwate.jpまで送付してください
【担当】奥州市役所 砂子田康文・菅原正美

0197‐34‐2332 応募フォームはこちら↑
応募締め切りは12/2（水）



次第

14:00
– 14:10

挨拶 奥州市長 郷右近 浩
岩手大学学長 山本 欣郎

14:10
– 15:00

基調講演｜採用の前に「協創」しようー学生の心を動かす地域企業のかかわり方
岩手大学 研究支援・産学連携センター 副センター長 今井潤

社外との関わり方や事業の始め方に関する考え方のヒント

15:10
– 15:40

企業講演｜株式会社デジアイズがインターンシップ制度をどう取り入れたか
株式会社デジアイズ コーポレートサービス部課長 小野寺 信介

製造業が学生インターンシップを始め、社内に定着させるまで

15:40
– 15:55

休憩・名刺交換

15:55
– 16:30

企業講演｜株式会社ホームシックデザインの組織づくりと企業への支援
株式会社ホームシックデザイン 代表取締役 清水 真介

16:30
– 16:45

学生発表｜（仮）企業を通じて学んだ採用・育成・定着・採用情報の発信について
岩手大学人文社会学部 髙橋 鷹野、高橋 真桜

16:45
– 16:55

奥州市共同研究員の活動紹介

地域・市内企業・岩手大学をつなぐ取り組みの紹介

16:55
– 17:00

奥州市企業支援室 情報提供

企業支援室の取り組みについて

【注意事項】
・講演タイトル・内容・登壇者は一部変更となる場合があります。
・当日は、参加者同士の交流を図るため、参加者名簿を配布する予定です。
申込者の氏名等を掲載させていただきますので、あらかじめご了承ください。

・メールにてお申し込みの場合、受信確認後折り返し担当者よりご連絡します。
・当日マスコミの取材が入る場合がありますのであらかじめご了承ください。

主催：奥州市 国立大学法人岩手大学
後援（予定・順不同）：いわて産業振興センター、岩手県県南広域振興局、奥州商工会議所、前沢商工会、

アテルイの里・胆江工業クラブ、水沢工業団地振興会、江刺工業団地企業協議会、
前沢工業クラブ、本杉企業協議会、胆沢企業協議会、水沢鋳物工業協同組合、
協同組合水沢総合卸センター、岩谷堂箪笥生産協同組合、いわて鋳造研究会、
みちのく奥州イブニングサロン、奥州市企業誘致推進委員会、ジョブカフェ奥州

自社の理念、採用取り組みと組織づくりの支援について

奥州市企業訪問（株式会社長島製作所、白金運輸株式会社）を通じて学んだ採用・
育成・定着・情報発信について

15:00
– 15:10

情報提供｜岩手大学における地域協創・キャリア教育について
岩手大学 地域協創教育課 課長 石沢 友紀

岩手大学で実施している企業と学生との協創事業やキャリア形成支援事業に関する紹介


